
飛行場遺構から再現される風景 -長野飛行場の歴史の保存・伝承活動 - 信州大学　寺内研究室 長野市芹田支所芹田商工振興会

プロジェクト概要 犀陵中学校での地域学習を利用したWS①プロジェクト始動 除幕式・ウォーキングイベント

アクリル板の加工・印刷は株式会
社ショーデンに依頼し、アクリル
板の見え方などを調整しながら設
置した。

研究室内での看板の検討

歩く？
飛ばす？

作る？

P

ー長野飛行
場の歴史の保存・伝承活動 - 看板除幕式ー

旧長野飛行場を歩いて学ぶ
令和7年 3月 1日

参加費：無料

日時・集合場所
2025 年 3月 27 日（木）13:00
犀陵中学校　正門
お車でお越しの方は川合新田体育館へ駐車をお願いします

雨天の場合：川合新田体育館にてイベントを行います

〈申し込み〉電話またはQRコードでお願いします

募集人数：30名程度
（先着順で定員に達し次第締切ります）

持ち物
・上履き（またはスリッパ）
・動きやすい服装
・飲み物・タオル

tel:070-1432-5830
福祉ワーカー　寺島、山田
電話受付：平日 9:00～16:00

芹田商工振興会と信州大学寺内研究室では、旧長野飛行場の歴史を後世に伝える説
明看板をデザインしました。このたび、旧長野飛行場を巡りながら歴史を学ぶウォー
キングイベントを開催します。

せりた健康ウォーク

（終了は 16時予定）
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ウォーキングマップ
旧長野飛行場を歩いて学ぶ
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サンマリーンながの
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令和 7年 3月 1日

ウォーキングイベント

除幕式 -旧長野飛行場を伝える看板

主催・芹田商工振興会、信州大学寺内研究室

共催・芹田地区住民自治協議会
　　    

飛行場跡地、滑走路周辺を
歩いてみよう！歩きながら
旧長野飛行場について説明
を行います。
開始時間 13:30～

場所：犀陵中学校、長野飛行場石碑開始時間 13:00～

13:00 13:30 15:00 16:00

集合
除幕式

ウォーキング開始 紙飛行機大会

紙飛行機大会

　
長野飛行場創設時に行われた模型飛
行機競技大会に倣って紙飛行機大会
を開催！みんなで楽しく紙飛行機を
作って飛ばしてみよう！一番飛んだ
人にはプレゼントがあるよ！
開始時間 15:00～

のんびり散歩コース（1.5km、20 分程度）
除幕式１→滑走路を辿る→水路を辿る

ほのぼの散歩コース（2.5km、50 分程度）
除幕式１→除幕式２→掩体壕 A→水路を巡る

たっぷり散歩コース（4km、60 分程度）
除幕式 1→除幕式２→掩体壕 B→川合新田公民館→利久堂酒井家住宅→水路を巡る

芹ねっと（芹田地区社会福祉協議会　長野市芹田支所　長野市地域包括支援センター芹田）

のんびり散歩コース
ほのぼの散歩コース
たっぷり散歩コース

お好きなコースをお選びください（申し込みまたは、当日参加の際にお知らせください）
３つのウォーキングコース

掩体壕って何？
軍用機などの装備・物資や人員を、
敵の攻撃から守るための横穴状の施
設のことです。芹田地区にも飛行機
を攻撃から守るために 10箇所以上
の掩体壕が存在していました。

散歩後は川合新田体育館にて
旧長野飛行場に関する展示を
ご覧いただけます。

※実際は紙飛行機で行います

企画・構想 設計
制作

犀陵中学校でのWS②

原寸大模型での配置検討

三栄日体との打合せ

長野飛行場の資料収集

アクリル板設置

手持ち式看板の制作
コンクリート打設

１回目のWSでは、街区模型や年表、掩体壕に関する資料などを用いて、長野飛行場の歴史
を伝え、普段生活している場所が戦地であったことについて考えた。

芹田商工振興会の浅野相談役からプロジェクトの
概要説明を受けたのち、石碑や門柱跡、木製プロ
ペラやターニングパッド跡を見学した。

長野市公文書館や芹田支所で、長
野飛行場に関する資料を収集し、
資料リストを作成した。

２回目のWSでは、歴史的遺構を保存・伝承するためのデザインについて共に考えた。掩体壕を原寸
大で再現した舗装デザインや、遊具、壁画などの提案がある中、滑走路の形状をした覗くことで飛行
場があった時の風景を再現できる看板 (右下 )が採用された。

地域住民を招き、設置した看板の除幕と飛行場遺構を巡るウォー
キングイベントを行った。また、イベントに併せて、ウォーキン
グマップを作成したほか、これまでの活動などの展示や当時行わ
れていた模型飛行機大会を再現した紙飛行機大会を行った。

看板を設置する２カ所に対して、
モックアップを用いて、画角を確
認しながら配置検討を行った。

看板を制作していただく長野市の
遊具メーカーである株式会社三栄
日体と看板の形状について検討し
た。

看板を設置するための穴を掘る。
木の根が絡み、一苦労。

ウォーキングイベントのチラシを制
作し、芹田地区全戸に配布した。

株式会社三英日体の立会いのもと、看板を固定し、
コンクリートを打設した。

脚の不自由な人など、看板を覗く
ことのできない人も体験できるよ
う、手持ち式看板を 3種類制作
した。

砕石敷き・スパイラル管設置

採掘

イベントチラシ配布

掘った穴に砕石を敷く。水平をと
るのが意外と難しい。

20
24
.0
7.
25

20
24
.0
8.
01
-0
2

20
24
.1
1.
13

20
25
.0
3.
27

20
25
.0
3.
26

20
25
.0
3

20
25
.0
3

20
25
.0
3.
10
-1
1

20
25
.0
3.
17

20
25
.0
3.
03
-0
6

20
25
.0
1.
20

20
25
.0
1.
09

研究室内で看板の形状と、アクリ
ル板に印刷する絵の検討を行う。
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長野信用金庫　南支店

文化学園長野中学校・高等学校

母袋簡易郵便局

長野市資源再生センター

西風間公民館

松岡神社

鍋久管機（株）

大豆島公園

格納庫跡

S = 1 : 3 0 0 0

5 0 ( m )2 01 00

N

サンマリノながの

　長野飛行場は、1938 年に長野市川合新田区に建設され、1981 年
まで存在していた飛行場である。戦時は小型機の練習場として、戦後
は民間飛行場として使用された。終戦後、滑走路跡には市営住宅、中
学校などが建てられ、滑走路東側の格納庫があった場所には、1992 
年に飛行場跡地を示す記念碑が建てられた。飛行場の姿は消えつつあ
る一方で、川合新田区には、飛行機が旋回するためのターニングパッ
ド跡や小型飛行機の木製プロペラなどが保存されており、貴重な地域
資源として、中学校の地域学習に生かされている。また、戦時中には、
米軍の空襲による被害を防ぐため、地上に分散配置された飛行機を隠
す目的で掩体壕 (えんたいごう )がつくられ、長野飛行場の周辺にも約
50個存在していたと言われているが、そのほとんどは、空襲によって
爆破され、現在は残っていない。
　令和６年度より、寺内研究室では、芹田商工振興会に協力して、長
野飛行場を後世に伝えるための保存伝承活動を行っている。３年に及
ぶ計画であり、「ながのまちづくり活動支援事業」に採択された今年度
は、川合新田区の２箇所に滑走路の外形をモチーフとした、覗くこと
で当時の飛行場の姿を視覚的に体験できる固定式の看板と、持ち運び
可能な手持ち式看板を制作した。また、地域住民への歴史の伝承を目
的として、看板の除幕式と、ウォーキングイベント、当時行われてい
た模型飛行機大会を再現した紙飛行機大会を実施した。

掩体壕を再現した模型小型機で使用されていた木製プロペラ

1961 年の長野飛行場周辺の航空写真

看板 ( 記念碑 )

看板 ( 中学校 )

手持ち看板 ( 稲葉公園 )

アクリル板の高さは自然に覗き込める 1550mmに設計 飛行機が飛び立つ様子 ( 犀陵中学校 )飛行機が旋回する様子 ( 記念碑 ) 飛行機が門柱を通る様子 ( 門柱 )
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アクリル板　t=5mm

コンクリート打設
余ったコンクリートを使用

FB　9×19
塗装：グレー　N-75

平鋼　t=3mm

M6　ボタンボルト留め

M6　ボタンボルト留め

角型鋼管　25×25　t=2.3
塗装：ビクトリアブルー　

ネガラミ

GL

アクリル透明板　t=5mm
絵(表)
透明長期用インクジェットシート
保護ラミネート貼り
現場で取り付け

鋼板　t=2.3mm
塗装:エロー　22-80V

丸形鋼管　Φ=34mm　t=3.2mm
塗装：グレー　N-75

看板姿図

松岡二丁目

松岡一丁目

0 20 100 200
[m]

N

水路跡

滑走路跡

川合新田体育館

犀陵中学校

門柱一対

川合新田公民館

利久堂酒井家住宅

県道 372 号

母袋簡易郵便局

国道
18
号

母袋公民館

川合墾田神社

敷地 1: 犀陵中学校

敷地 2: 記念碑

手持ち式看板 : 門柱

手持ち看板 :
サンマリーンながの

手持ち式看板 : 稲葉公園

掩体壕があったと
推測される場所　　

…

広域配置図看板姿図


